
3月14日に春季大会一次予選の初戦が行われ、都立板橋高校と対戦しました。1-7で負けてしまい、
悔しさの残る結果となりました。
序盤は互いに失点を許さず、拮抗していましたが、徐々に相手に得点を重ねられ、それに対し、あ

まり得点を返すことができませんでした。投手陣は打たれてしまい、打撃陣も相手に対抗して打ち返
すことができなかった結果でした。
この春季大会の反省の一つとして、前回の秋季大会からの成長があまり見られなかったことが挙げ

られます。選手個人、そしてチームの実力不足を身にしみて感じた大会でした。
秋、春とあっという間に終わってしまい、3年生は残すところ、夏の大会だけとなりました。本番

を想定して、山積みの課題に向き合いながら、もっと意欲的に練習しなければならないと感じました。
残り少ない日々の練習を重ね、さらなる実力と自信をつけていきます。最後の大会で、自分たちの力
を発揮し、悔いをできる限り少なくするために、チーム一丸となって、これから頑張っていきます！

国立高校野球部の3月（マネージャーより）「リスタート」
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